
     

令

和

六

年

九

月 

        
 

 

令
和
六
年
九
月
文
京
区
議
会
定
例
議
会
議
案 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

文 
 

京 
 

区 
   



 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
議
案
第
十 

六
号 

 

文
京
区
長
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
頁 

議
案
第
十 
七
号 

 

文
京
区
財
産
価
格
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
頁 

議
案
第
十 
八
号 

 

文
京
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

頁 

議
案
第
十 

九
号 

 

文
京
区
建
設
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

頁 

議
案
第
二 

十
号 

 
文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
条
例 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

頁 

議
案
第
二
十
一
号 

 

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

頁 

目 
 

 
 

 

次 

13 11 25 15 



 



5 

 

議
案
第
十
六
号 

 
 

 

文
京
区
長
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
九
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提 

出 

者 
 

文
京
区
長 

 

成 
 

澤 
 

廣 
 

修 
 

 
 

 

  
 

 

文
京
区
長
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

文
京
区
長
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
文
京
区
条
例
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
都
職
員
等
か
ら
引
き
続
い
て
副
区
長
等
に
選
任
さ
れ
た
者
に
係
る
退
職
手
当
の
特
例
） 

第
五
条 

都
職
員
等
（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
五
号
）
第
二
条
又
は
国
家
公
務
員

退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
退
職
し
た

者
（
当
該
退
職
に
よ
り
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
又
は
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
以
下
「
都
退
職
手
当
条
例
等
」
と

い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
で
当
該
退
職
の
日
又
は
そ
の
翌
日
に
副
区
長
又
は
教
育
委

員
会
教
育
長
（
以
下
「
副
区
長
等
」
と
い
う
。
）
に
選
任
さ
れ
た
も
の
（
以
後
引
き
続
い
て
副
区
長
等
の
退
職
の
日
又
は
そ
の
翌

日
に
副
区
長
等
に
選
任
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
都
退
職
手
当
条
例
等
に
規
定
す
る
都
職
員
等
と
し
て

の
勤
続
期
間
は
、
副
区
長
等
と
し
て
の
勤
続
期
間
に
通
算
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
者
の
退
職
手
当
の
額
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。 

一 

副
区
長
等
に
選
任
さ
れ
た
日
か
ら
退
職
し
た
日
（
副
区
長
等
か
ら
引
き
続
い
て
副
区
長
等
に
選
任
さ
れ
た
場
合
は
、
副
区
長



 

6 

等
と
し
て
の
最
終
の
退
職
の
日
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
退
職
し
た
日
に
お
け
る
そ
の
者
の

副
区
長
等
と
し
て
の
給
料
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
前
二
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額 

二 
前
項
の
規
定
に
よ
り
副
区
長
等
と
し
て
の
勤
続
期
間
に
通
算
さ
れ
る
都
職
員
等
と
し
て
の
勤
続
期
間
及
び
副
区
長
等
に
選
任

さ
れ
る
直
前
の
都
職
員
等
を
退
職
し
た
日
に
受
け
て
い
た
そ
の
者
の
給
料
又
は
俸
給
の
月
額
（
当
該
給
料
又
は
俸
給
の
月
額
に

改
定
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
副
区
長
等
と
し
て
の
最
終
の
退
職
の
日
に
お
け
る
改
定
後
の
給
料
又
は
俸
給
の
月
額
）
に
相
当
す

る
額
を
基
礎
と
し
て
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
七
月
文
京
区
条
例
第
三
十
一
号
）
の
規
定
の
例
に

よ
り
計
算
し
た
額 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
副
区
長
等
を
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
当
該
退
職
の
日
又
は
そ
の
翌
日
に
再
び
副
区
長

等
に
選
任
さ
れ
た
と
き
は
、
引
き
続
い
て
在
職
し
た
も
の
と
み
な
し
、
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職

手
当
は
、
支
給
し
な
い
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
副
区
長
等
を
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
当
該
退
職
の
日
又
は
そ
の
翌
日
に
再
び
都
職
員

等
と
な
つ
た
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。 

 

付 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
文
京
区
長
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
五
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
の
退

職
に
係
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 
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（
説 

 

明
） 

 

都
職
員
等
か
ら
引
き
続
い
て
副
区
長
等
に
選
任
さ
れ
た
者
に
係
る
退
職
手
当
の
特
例
を
設
け
る
た
め
、
本
案
を
提
出
い
た
し
ま
す
。 
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議
案
第
十
七
号 

 
 

 

文
京
区
財
産
価
格
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
九
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提 

出 

者 
 

文
京
区
長 

 

成 
 

澤 
 

廣 
 

修 
 

 
 

 

  
 

 

文
京
区
財
産
価
格
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

文
京
区
財
産
価
格
審
議
会
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
四
月
文
京
区
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
付
属
機
関
」
を
「
附
属
機
関
」
に
、
「
お
く
」
を
「
置
く
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
第
四
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
さ
ま
た
げ
な
い
」
を
「
妨
げ
な
い
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
中
「
副
区
長
」
を
「
総
務
部
を
担
任
す
る
副
区
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
お
く
」
を
「
置
く
」
に
改
め
る
。 

 

付 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

（
説 

 

明
） 

 

文
京
区
副
区
長
定
数
条
例
（
平
成
十
九
年
三
月
文
京
区
条
例
第
八
号
）
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
本
案
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を
提
出
い
た
し
ま
す
。 
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議
案
第
十
八
号 

 
 

 

文
京
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
九
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提 

出 

者 
 

文
京
区
長 

 

成 
 

澤 
 

廣 
 

修 

  
 

 

文
京
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

文
京
区
国
民
健
康
保
険
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
文
京
区
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
六
条
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
四
条
の
三
第
四
項
」
を
加
え
る
。 

第
九
条
の
二
中
「
法
第
五
十
二
条
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
四
条
の
三
第
四
項
」
を
加
え
る
。 

第
九
条
の
三
中
「
法
第
五
十
二
条
の
二
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
四
条
の
三
第
四
項
」
を
加
え
る
。 

第
九
条
の
四
中
「
法
第
五
十
三
条
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
四
条
の
三
第
四
項
」
を
加
え
る
。 

第
九
条
の
五
中
「
及
び
第
五
十
四
条
の
三
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
並
び
に
第
五
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
七
項
か
ら

第
九
項
ま
で
」
に
改
め
る
。 

第
九
条
の
六
中
「
法
第
五
十
四
条
の
二
」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
四
条
の
三
第
四
項
」
を
加
え
る
。 

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
六
箇
月
」
を
「
六
月
（
急
患
等
と
し
て
保
険
医
療
機
関
等
を
受
診
し
た
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
納

付
に
つ
い
て
は
、
当
該
被
保
険
者
の
資
力
の
活
用
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
と
し
て
一
年
）
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
七
条
中
「
第
九
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、
「
若
し
く
は
虚
偽
の
届
出
を
し
、
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者
」
を
「
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
」
に
改
め
る
。 
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付 

則 

 
（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
十
二
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
文
京
区
国
民
健
康
保
険
条
例
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
分
の
保
険
料
の
う
ち
令
和
六

年
十
二
月
以
後
の
期
間
に
係
る
も
の
及
び
令
和
七
年
度
以
後
の
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
六
年
度
分
の
保
険
料

の
う
ち
令
和
六
年
十
一
月
以
前
の
期
間
に
係
る
も
の
及
び
令
和
五
年
度
以
前
の
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。 

３ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
し
た
行
為
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置

に
関
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
二
百
六
十
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け

る
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

  

（
説 

 

明
） 

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
本
案
を
提
出
い

た
し
ま
す
。 
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議
案
第
十
九
号 

 
 

 

文
京
区
建
設
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
九
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提 

出 

者 
 

文
京
区
長 

 

成 
 

澤 
 

廣 
 

修 

  
 

 

文
京
区
建
設
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

文
京
区
建
設
事
務
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
文
京
区
条
例
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 

別
表
第
一
中

54
の

７
の
項
を

54
の
９
の
項
と
し
、
54
の

２
の
項
か
ら

54
の

６
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
54
の
項
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

      

付 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

3 の 54 2 の 54 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
七
項
の
規
定

に
よ
る
既
存
の
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
に
係
る
認
定

の
申
請
に
対
す
る
審
査 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
六
項
の
規
定

に
よ
る
既
存
の
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
に
係
る
認
定

の
申
請
に
対
す
る
審
査 

既
存
建
築
物
の
道
路
内
の
建
築
制
限
の
緩
和

に
係
る
認
定
申
請
手
数
料 

既
存
建
築
物
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
の
制

限
の
緩
和
に
係
る
認
定
申
請
手
数
料 

二
万
八
千
円 

二
万
八
千
円 

認
定
申
請
の
と
き
。 

認
定
申
請
の
と
き
。 
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（
説 

 

明
） 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
手
数
料
の
徴
収
項
目
を
追
加
す
る
た
め
、
本
案
を

提
出
い
た
し
ま
す
。 
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議
案
第
二
十
号 

 
 

 

文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
条
例 

 

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
九
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提 

出 

者 
 

文
京
区
長 

 

成 
 

澤 
 

廣 
 

修 
 

 
 

 

  
 

 

文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
条
例 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法

律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
幼
稚
園
型
認
定

こ
ど
も
園
」
と
い
う
。
）
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
小
学
校
就
学
前
の
幼
児
に
対
し
て

一
貫
し
た
教
育
及
び
保
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

教
育
及
び
保
育 

法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
教
育
及
び
保
育
を
い
う
。 

二 

幼
稚
園 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
幼
稚
園
を
い
う
。 

三 

保
育
機
能
施
設 

法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保
育
機
能
施
設
を
い
う
。 

四 

一
号
認
定
利
用 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
十
九
条
第
一
号
の
区
分
に
該
当
す
る

幼
児
の
保
護
者
が
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い

る
場
合
に
、
当
該
幼
児
が
満
三
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
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ま
で
の
期
間
に
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
。 

五 

二
号
認
定
利
用 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
十
九
条
第
二
号
の
区
分
に
該
当
す
る
幼
児
の
保
護
者
が
市
町
村
か
ら
同
法
第

二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
、
当
該
幼
児
が
満
三
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初

の
四
月
一
日
か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
に
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
。 

六 

三
号
認
定
利
用 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
十
九
条
第
二
号
又
は
第
三
号
の
区
分
に
該
当
す
る
幼
児
の
保
護
者
が
市
町
村

か
ら
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
、
当
該
幼
児
が
満
一
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
に

お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
か
ら
満
三
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
幼
稚
園
型
認
定
こ

ど
も
園
を
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
。 

（
設
置
等
） 

第
三
条 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
を
別
表
の
と
お
り
設
置
す
る
。 

２ 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
及
び
当
該
幼
稚
園
と
一
体
的
に
設
置
さ
れ
た
保
育
機
能
施
設
に
よ
り
構
成
す
る
。 

（
運
営
） 

第
四
条 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
は
、
法
第
三
条
第
四
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
該
当
す
る
施
設
と
し
て
運
営
す
る
。 

（
事
業
） 

第
五
条 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。 

一 

教
育
及
び
保
育 

二 

預
か
り
保
育 

三 

延
長
保
育 

四 

年
末
保
育 

五 

子
育
て
支
援
事
業 
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六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
事
業 

（
休
園
日
） 

第
六
条 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
の
休
園
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と

き
（
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
年
末
保
育
を
行
う
と
き
を
含
む
。
）
は
、
こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
臨
時
に
休
園
日
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。 

一 

日
曜
日 

二 

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日 

三 

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
（
前
号
に
掲
げ
る
日
を
除
く
。
） 

（
開
園
時
間
） 

第
七
条 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
時
間
は
、
午
前
七
時
十
五
分
か
ら
午
後
七
時
十
五
分
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会

は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
教
育
及
び
保
育
の
対
象
） 

第
八
条 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
及
び
保
育
は
、
満
一
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日

か
ら
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
幼
児
を
対
象
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
教
育
及
び
保
育
を
行
う
日
及
び
時
間
） 

第
九
条 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
及
び
保
育
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
日
及
び
時
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

一 

一
号
認
定
利
用 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
別
に
定
め
る
日
を
除
く
。
）
の
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文

部
省
令
第
十
一
号
）
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
教
育
課
程
に
係
る
教
育
時
間 
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二 

二
号
認
定
利
用
及
び
三
号
認
定
利
用
（
以
下
「
二
号
・
三
号
認
定
利
用
」
と
い
う
。
） 

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前

七
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
範
囲
内
の
時
間 

（
教
育
及
び
保
育
の
実
施
基
準
） 

第
十
条 
一
号
認
定
利
用
に
係
る
教
育
及
び
保
育
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
十
九
条
第
一
号
の
区
分
に
該
当
す
る
幼
児
の
保

護
者
が
同
法
第
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
を
受
け
た
場
合
（
当
該
幼
児
が
区
の
区
域
内
（
以
下
「
区
内
」

と
い
う
。
）
に
居
住
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

二
号
・
三
号
認
定
利
用
に
係
る
教
育
及
び
保
育
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
十
九
条
第
二
号
又
は
第
三
号
の
区
分
に
該
当

す
る
幼
児
の
保
護
者
が
同
法
第
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
を
受
け
た
場
合
（
二
号
認
定
利
用
に
係
る
教

育
及
び
保
育
に
あ
っ
て
は
、
当
該
幼
児
が
区
内
に
居
住
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
保
育
料
） 

第
十
一
条 

委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
号
認
定
利
用
に
係
る
教
育
及
び
保
育
を
受
け
て
い
る
幼
児
の
保
護
者
か
ら
文

京
区
立
幼
稚
園
使
用
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
三
月
文
京
区
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
額
を
徴
収
す
る
。 

２ 

区
長
及
び
教
育
委
員
会
（
以
下
「
区
長
等
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
号
・
三
号
認
定
利
用
に
係
る
教
育

及
び
保
育
を
受
け
て
い
る
幼
児
の
保
護
者
か
ら
文
京
区
保
育
所
に
お
け
る
保
育
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
二
年
三
月
文
京
区
条

例
第
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
た
額
を
徴
収
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
及
び
保
育
を
受
け
た
三
号
認
定
利
用
に
係
る
幼
児
の
保
護
者

が
区
の
区
域
外
に
居
住
す
る
場
合
は
、
区
長
は
、
当
該
保
護
者
か
ら
当
該
保
護
者
の
居
住
す
る
市
町
村
が
定
め
る
額
を
徴
収
す
る
。 

 

（
預
か
り
保
育
） 

第
十
二
条 

第
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
預
か
り
保
育
は
、
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
号
認
定
利
用
に
係
る
教
育
及
び
保
育
を

受
け
て
い
る
幼
児
の
保
護
者
が
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
時
間
の
ほ
か
に
教
育
活
動
を
希
望
す
る
場
合
に
、
当
該
幼
児
に
つ
い
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て
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 
前
項
の
規
定
に
よ
る
預
か
り
保
育
に
係
る
保
育
料
（
以
下
「
預
か
り
保
育
料
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
文
京
区
立
幼
稚
園
使
用

条
例
第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
額
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
預
か
り
保
育
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。 

 

（
延
長
保
育
） 

第
十
三
条 

第
五
条
第
三
号
に
規
定
す
る
延
長
保
育
は
、
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
号
・
三
号
認
定
利
用
に
係
る
教
育
及
び
保

育
を
受
け
て
い
る
幼
児
の
保
護
者
が
第
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
時
間
の
ほ
か
に
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
当
該
幼
児
に
つ

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
保
育
に
係
る
利
用
料
（
以
下
「
延
長
保
育
利
用
料
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
文
京
区
保
育
所
に
お
け

る
保
育
に
関
す
る
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
た
額
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
延
長
保
育
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。 

 

（
年
末
保
育
） 

第
十
四
条 

第
五
条
第
四
号
に
規
定
す
る
年
末
保
育
は
、
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
号
・
三
号
認
定
利
用
に
係
る
教
育
及
び
保

育
を
受
け
て
い
る
幼
児
の
保
護
者
が
十
二
月
二
十
九
日
及
び
三
十
日
（
日
曜
日
を
除
く
。
）
の
午
前
七
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時

十
五
分
ま
で
の
間
の
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
当
該
幼
児
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
年
末
保
育
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
徴
収
し
な
い
。 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
年
末
保
育
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。 

 

（
保
育
料
等
の
額
の
通
知
） 

第
十
五
条 

区
長
等
は
、
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
保
育
料
、
預
か
り
保
育
料
若
し
く
は
延
長
保
育
利
用
料
（
以
下
「
保

育
料
等
」
と
い
う
。
）
の
額
を
決
定
し
た
と
き
又
は
そ
の
額
を
変
更
し
た
と
き
は
、
保
護
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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（
納
期
限
） 

第
十
六
条 

保
護
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
保
育
料
等
を
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
督
促
） 

第
十
七
条 
区
長
等
は
、
保
護
者
が
納
期
限
ま
で
に
保
育
料
等
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
期
限
を
指
定
し
て
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
保
育
料
等
の
減
免
） 

第
十
八
条 

区
長
等
は
、
保
育
料
等
の
納
付
に
つ
き
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
申
請
に
基
づ
き
そ
の
保
育
料
等
を
減

額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
保
育
料
等
の
不
還
付
） 

第
十
九
条 

既
納
の
保
育
料
等
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
区
長
等
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
給
食
の
提
供
） 

第
二
十
条 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
は
、
入
園
し
て
い
る
幼
児
に
対
し
、
給
食
を
提
供
す
る
。 

 

（
子
育
て
支
援
事
業
） 

第
二
十
一
条 

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
は
、
第
五
条
第
五
号
に
規
定
す
る
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。 

一 

子
育
て
を
し
て
い
る
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
及
び
子
ど
も
の
遊
び
場
の
提
供 

二 

子
育
て
家
庭
の
保
護
者
等
に
対
す
る
相
談
及
び
助
言 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
事
業 

 

（
委
任
） 

第
二
十
二
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 
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付 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
準
備
行
為
） 

２ 

文
京
区
立
認
定
こ
ど
も
園
元
町
幼
稚
園
の
利
用
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
準
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前

に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
七
月
文
京
区
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
文
京
区
立
幼
稚
園
」
の
下
に
「
及
び
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
文

京
区
立
幼
稚
園
」
の
下
に
「
、
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
」
を
加
え
る
。 

（
文
京
区
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
） 

４ 

文
京
区
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
五
十
年
三
月
文
京
区
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
含
む
。
）
」
を
「
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
」
に
、
「
及
び
監
査
委
員
」
を
「
並
び

に
監
査
委
員
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
の
表
四
の
項
中
「
学
校
」
の
下
に
「
及
び
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
」
を
加
え
る
。 

 

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

５ 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
年
三
月
文
京
区
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 
 

第
一
条
第
二
項
中
「
文
京
区
立
幼
稚
園
」
の
下
に
「
及
び
文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
」
を
加
え
る
。 

 

（
文
京
区
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部
改
正
） 
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６ 

文
京
区
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例
（
平
成
二
十
七
年
十
月
文
京
区
条
例
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
文
京
区
立
認
定
こ
ど
も
園
（
」
の
下
に
「
文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
条
例
（
令
和
六
年 

 
 

月
文
京

区
条
例
第 

 
 

号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
。
」
を
加
え
る
。 

 

（
文
京
区
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
） 

７ 

文
京
区
立
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
四
月
文
京
区
条
例
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

本
則
中
「
幼
稚
園
」
の
下
に
「
（
文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
条
例
（
令
和
六
年 

 
 

月
文
京
区
条
例
第 

 
 

号
）

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
を
構
成
す
る
幼
稚
園
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。 

別
表
一
の
部
文
京
区
立
湯
島
幼
稚
園
の
項
を
削
る
。 

 

（
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

８ 

幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
文
京
区
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
文
京
区
立
幼
稚
園
」
の
下
に
「
及
び
文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
幼
稚
園
」
と
い
う
。
）
」
を

加
え
る
。 

 

（
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

９ 

幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
文
京
区
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
文
京
区
立
幼
稚
園
」
の
下
に
「
及
び
文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
」
を
加
え
る
。 

 

（
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
三
月
文
京
区
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
文
京
区
立
幼
稚
園
」
の
下
に
「
及
び
文
京
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
幼
稚
園
」
と
い
う
。
）
」
を

10 
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加
え
る
。 

別
表
（
第
三
条
関
係
） 

   
 

  

（
説 

 

明
） 

 

区
立
認
定
こ
ど
も
園
元
町
幼
稚
園
を
新
設
す
る
た
め
、
本
案
を
提
出
い
た
し
ま
す
。 

 

名 
 

 

称 

 

位 
 

 

置 

 

文
京
区
立
認
定
こ
ど
も
園
元
町
幼
稚
園 

東
京
都
文
京
区
本
郷
一
丁
目
一
番
十
九
号 
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議
案
第
二
十
一
号 

 
 

 

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て 

 

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
九
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提 

出 

者 
 

文
京
区
長 

 

成 
 

澤 
 

廣 
 

修 

  
 

 

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て 

 

文
京
区
は
、
左
記
の
と
お
り
損
害
を
賠
償
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

賠
償
の
理
由 

 

令
和
三
年
十
一
月
五
日
に
文
京
区
立
指
ケ
谷
小
学
校
に
お
い
て
発
生
し
た
受
付
窓
口
業
務
従
事
者
事
故
に
関

し
、
令
和
六
年
三
月
十
八
日
付
け
で
和
解
し
た
当
該
事
故
の
被
害
者
の
入
通
院
治
療
費
等
に
つ
い
て
、
相
手

方
が
医
療
給
付
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
代
位
取
得
し
た
た
め 

二 

賠

償

金

額 
 

金
千
八
十
一
万
千
八
百
八
円 

三 

相

手

方 
 

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
三
丁
目
五
番
一
号
東
京
区
政
会
館
十
五
階
か
ら
十
七
階
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
記
代
表
者 

 

連
合
長 

吉
住
健
一 

  

（
説 

 

明
） 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
九
十
六
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
本
案
を
提
出
い
た
し
ま
す
。 


